
（第２号様式）

説
明

説
明

説
明

説
明

説
明

4,571

状
況
変
化

実施計画当初（平成21年～）からの状況変化

事
業
費
の
実
績

計（Ａ＋Ｂ） 千円 6,772 4,455

0.57この事業にかかる職員数 人/年 0.87 0.56

人件費（Ｂ） 千円 6,026 3,803

一般財源 千円 746 652 700

その他 千円 0 0

国庫支出金 千円 0

道支出金 千円 0

起　債 千円 0

0 0

0 0

0 0

0

3,871

直接事業費（Ａ） 千円 746 652

（評価年度決算見込） （予　算）

700

単位
21 年度 22 年度 23 年度

備　考
（決　算）

実績

実績

フラワーマスター認定講習会を受講し、北海道知事の認定を受け、市に登録を行った人の
数

実績

目標 - - -

32

花のボランティア事業でプランターを設置している箇所数

目標 - - -

22 年度

22 23

フラワーマスター認定登録者数 人 目標 20 23

55実績 36

実績 3 3

25  年度

3 6

活
動
指
標

名　称 単　位 21 年度

花のボランティア
プランター設置箇所数

箇所 目標 3

22 年度 25  年度

事業への参加人数 人 目標 58 61 70

21

目
的

本事業はただ単に特定の場所に花や緑を美しく飾ることが目的なのではなく、身近な自然環境、歴史や文化を大切にしながら花
や緑を育んでいくことを通じて、市民が地域のまちづくりへ参画していくことを目指します。

５
ヶ
年
の

施
策
展
開

○フラワーマスターの養成
○花のボランティア事業（市庁舎前）
○稚内公園内の緑化ボランティア活動事業
地域の公共施設への自主的な活動へ発展させる

成
果
指
標

名　称 単　位 年度

稚内公園内の緑化ボランティア活動事業、花のボランティア事業などへの参加人数

現
状
と
課
題

○本事業は北海道が主催する「花を生かしたまちづくり事業」としてスタート。本市に事業が引き継がれてからは人材育成方式
に改め、市民が自主的に花のまちづくりを実践し、生活環境の向上を図っている。近年は、花ばかりではなく、樹木の植樹も併せ
て推進している。
○本市では、公園や道路、公共施設などにおける樹木をはじめとする身近な緑が不足しており、良好な生活環境につながってい
ない。

総
合
計
画
体
系

分　野 4 都市基盤

政　策 3 調和のとれた持続可能なまちづくり

施　策 3 生活を支える社会基盤整備を進めます

関連施策

評価担当部署 建設産業部　都市整備課 課長（主幹）名 鈴木　聡

実施計画事業名 花と緑のまちづくり事業 評価対象年度 平成

整理№ 148 事 業 評 価 シ ー ト

22 年度



【１次評価】

年 月 日

意
　
見

花と緑のまちづくり事業 最終更新日 平成 23 4 25

総
合
評
価

Ｂ 見直しの検討が必要
＜２次評価者の視点からコメントを記入する＞

他課で実施している関連事業を把握し、連携を図りながら事業を取り進めること。
また、他課で実施している関連事業について、実施計画に追加すること。

【内部評価委員会】

＜Ａ～Ｃ判定を受けての今後の方針、問題点に対する改善策などを記入する＞

市民参加が増えるような企画の見直しを検討する。

【２次評価】

コスト効率 ａ成　　果 ｂ 細事業の構成

細
事
業
の
構
成
・
進
め
方

細事業の改廃や新規細事業の必要性はないか

ｂ

ｂ 細事業の進め方 ｂ

総
合
評
価

Ｂ 見直しの検討が必要

各細事業の進め方について、市民との協働、他団体等との役割分担の見直し、環境への配慮など、改善の必要性はないか

ｂ 　ａ　問題なし　　ｂ　検討の余地がある　　ｃ　早急な改善が必要

花のボランティア活動は、今までは主に庁舎前のプランター設置を行ってきたが、今後は、駅前通りの歩道植栽ボラ
ンティア活動と連携した取り組みを行い、各団体との連携を図って行きたい。

＜ｂ またはｃ の場合は、具体的な細事業名などを挙げ、問題点を記入する＞

コ
ス
ト
効
率

無駄なコストが発生していないか、投入した予算や人員に見合った効果が得られているか

ａ 　ａ　問題なし　　ｂ　改善の余地がある
＜ｂ の場合は、具体的な細事業名などを挙げ、問題点を記入する＞

　ａ　問題なし　　ｂ　検討の余地がある　　ｃ　早急な改善が必要
＜ｂ またはｃ の場合は、具体的な細事業名などを挙げ、問題点を記入する＞

庁舎前プランター植込み参加者は、市職員が多く、市民参加が希薄である。

成
 
 

果

成果指標の単年度の目標値は達成できたか（単年度の目標値がない場合は、長期的な目標値を達成できそうか予測）

ｂ 　 ａ　目標達成　　　ｂ　ほぼ目標どおり　　ｃ　目標達成できず（目標値と大きな差がある）
＜ｃ の場合は、なぜかを分析して記入する＞


